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(密閉式石油ストーブ） 

取扱説明書 



型名 
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タロ 


給が気筒を必ず 
点検してください 
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使 

用 
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準 

備 

1卜12 


■ このたびはサンポット石油暖房機をお買いあげいただきまして、まことにありがとラございました。 
■お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I ブを正しくご使用ください。 

なお、この取扱説明書は、保証書-工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事はを険です。据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合も同じです。） 

•商品には保証書を添付しておりまず。 

保証書はよりよい製品作りやアフターサービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数でずが所定事項のご記入をご確認のうえ、必ず保証書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
<ださい。 


点検.その他 


面911ポ! jK な式を巧 
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I 特にま意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 

この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 


♦ここに示した事項は警告、么を意に区分しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死じ、重傷を負う 
可能性、または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う 
可能性や物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


♦イラスト（まんが）の横にあるマークは次のように表しています。 

0 ® ® ® 0 -- m± 

っ-。 指示 

八 マ-。 ま意 


ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


么警告 ( WARNING ) 

カソ U ン厳禁 

•ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使 / - ' 

用しないでください。 V 吗/ 片 

义災の原 S になります。 

ki 

。 


給排気筒（管、ホース）外れを険 

•給が気筒(管、ホース)び外れたまま使用し 
ないで < ださい。 

かれていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、を険です。 


0 



給排気筒トップ閉そくを険 

• 給排気筒トツプの周りが雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るとさは、除雪してください。 

開そくしていると運転中に排ガスが室内に 
漏れて、危険です。 


0 


ろ 



巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類が落下して火がつを、义災の原因にな 
ります。 

温風吹出□をふさびない 

•巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□を 
ふさがないで < ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、乂災の原因にな 
ります。 

スプレー 吿厳禁 

• スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、 
温風のあたるところに放置しないでくださし、。 
熱で吿の圧力び上がり、爆発してを険です。 


0 

0 



ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

• お客さまご自身による工事はを険です。 

据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼< 
ださい。 

(ス I ブを移設させる場合も同じです。） 


0 
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么警告 ( WARNING ) 


定期点検の実施 

•定期的 （2 年に1回程度）に点検■整備を 
受けてください。 

点検を受けずに長期間使巧し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者 
のいる店に依頼してください。 


〇 



A 注意 ( CAUTION ) 


力ーテン、可燃物近接禁止 

• カーテンや燃えやすいちのを近づけないで 
ください。 

火災が発生するおそれがあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例 （32 
-33 ページ）を参照してください。 


0 



給油時消乂 ^ 

火災のおそれびありますので、給油は、必 M A 一诚 ( 

ず消火し、火の気のないところでれ]てく 菩 

たさい。 ） 1} [1 

Y^\si 

れ油 

異常時使用禁止 A 0 

•万一異甫を感じたとさは、使用しないでく rv 、 ^广 

ださぃ。 V 猶 

異甫匪のおそれがあります。 

なかぃう 

/ ' レ 

い〇 

Z - 

ク 

1 ヘレ だ1 

、 


変質な油禁止 

変質な油（持ち越したな油など）、不純な 
油（巧れた灯油、水の遲じっている打油な 
ど）を使用しないでください。 

異甫燃焼のおそれびあります。 


0 



温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あた5ないでください。 
ほ温やけどや脱水症状になるおそれびあり 
ます。 


0 



変質口油 


安全のために必ずお守りください 


ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


高温部接触禁止 

燃焼中ゃ消义直後は、高温部（温風吹出 □ 
など）、排気筒（給扫掃筒トツスに手などふ 
れないで < ださい。 

やけどのおそれがあります。 


指や異物を入れない 

• 温風吹出□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでください。 

けがや义災のおそれがあります。 


腰をかけたり物をのせない 

•ス I プの上にのったり、腰をかけたりしな 
いで < ださい。 

ス I — ブの故障ややけどのおそれがあります。 
■ス I プの上に花びんや水を入れたものなど 
を置かないでください。 

かびかかると漏電や故障のおそれびあります。 


分解修理の禁止 

故障、破損した6、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。また、ス 
トーブやが気筒には床暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

义災や排ガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 




給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トツプの近くに、'灯油や可燃物な 
ど引火のおそれのあるちのを置かないで< 
ださい。 

乂災のおそれがあります。 


0 



5 












































安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


特殊な場所での使用禁止 

ス I ブは居室の暖房用としてつく 5れたち 
のですので、乾燥室、ミ品室、飼育室などでは絶 
巧に使用しないでください。また、ク IJ - ニン 
グ店、美容院など化学薬品を使用ずる場所で 
はイま用しないでください。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 

高地注意 

• 標高1000 m し U 下でご使用ください。 

標高1 000 m 〜吕000 m で使用する場合は調 
整が必要です。 

(詳しくは、工事説明書の（ 高地で使用の場合 ) 
を参照してください。） 

そのまま使用しますと、空気不足となり、異 
常燃焼の原因になります。 


0 



A 



電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をのせ 
たりしないでください。また、電源プラグを 
抜くとさは、コードを持って引を抜かないで 
ください。 

火災や感電の原因になります。 


0 



電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは 
使用しないで < ださい。） 

义災の原因になります。 

•めれた手での抜を差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


〇 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

•長期間使用しないとさは、電源フラグを抜い 
てください。 

义災や予想しない事故の原因になります。 


C 



ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり（及び 
金属物）を除ましてください。 

(ほこりがたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）火災の原因になりまず。 




油漏れ確認 

•油タンク-ゴム製送油管-接続部およびスト 
ープなどか5灯油漏れびないことを確認の上 
ご使巧ください。 

な油が漏れていると义災のおそれがあります。 


ゴム製送油管 


〇 



お願い （NOTICE 


な油の廃棄 

• な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


I ほ用ずる場巧 

ストーブを安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 

場所の還定は「据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （32 〜33ぺージ参照) 

■効果的に使用するために 


• をたい外気に接する窓ざねや壁側に据付けると、を気が暖め5れて対流しますので効果的です。 
•ス I プの前方に障害物があると、部屋の温度にむ5がでさる原因になります。 

次の場所では使用しないでください。义災や予想しない事故の原因になります。 

水平でない場所、不安定な場所 
• 不を定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 
• 付近に燃えやすいちのがある場所 
階段、避難□などの付近で避難のち障となる場戸斤 
•温室、飼育室など人のいない場所 
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表示部 



置台固定金具 



排気管ストッパー 
背面 カバー 


エアーフィルタ 
(巧流用送風機-空気取入 □) 

エアーフィルタ把手 


電源プラグ 


又 





る部のなま 


が観図 

【正面外観図】 



ルーパ 
(温風吹出 □) 

風向レバ 


【背面外観図】 


排気管ェルボ- 

排気管巧け 
検知 U- ド線 

給気ホース- 


(ルームセンサー） 

部 1 

f 


a=F-15GBF(U)©&0 

イミロ ロが三 

\ i 

1 口 m リ而 J 


1" 


明哲 乂 イツ J 
(リ モー ト•□—カル） 

心-^ 

イ 




ゴム製送油管- 




ご巧用前に 





















































































各部のなまスっづき 

表示部.操作部 


FF-1 已 GBF 


曜日ランプ 


>点打…現在曜日表示中 
点滅…タイマー曜日表示中 


デジタル表示部 

S 

•温度表示 時刻表示 

-左…希望温度 - 

左…時 

* ち…現在温度 * 

ち…巧 

•チェックモード表示 


:何も表示しないとを 


-停電中 


-省電力表示中 

V. 

ノ 


タイマーランプ 


点巧'' 'タイマー点义予約中 


午前-午後ランプ 


午前 • 午後の表 


•曰月义化 


[: 


午前 

午後 


木を ± 


表示切替ランプ部 


デジタル表示部の設定を表示中 


タィマー 


希望温度/時 現巧法 


!/分 


<=>温度 
C 時計 
U 時刻合せ 
〇タイ7—合せ 


運転 


運転ランプ 

>点な 

•運転中 

-タイマー点乂予約中 
>点滅…消义後再点火したとき 

(ス I 'ーブがちえると点なに変わる） 


温度/時刻設定ボタン 


希望温度-時刻の設定 


表示切誓ボタン 


デジタル表示部の表示切曾え 


_運転スイツナ_ 

運転の開始及びミ肖乂 



温度/時刻設定 




[%1 





表示切曾 


曜曰設定 


タイ 7- 


IJt ツ 


.入 

.口] 


運賴 


1つめや金具片など、とがったちので操作ボタンを押さないでください。 


□ □ン 


点滅…時計作動中 


曜日設定ボタン 


曜日の設定 


タイマーボタン 


タイマーのセット及び解除 


リセットボタン 


チェックモードの絕除 
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FF-1 已 GBF(U) • FF-1 已 GBF (Y) 


運転ランプ 


I 点灯…運転中 

• 点滅…消火後再点火したとさ 

(ス I -ーブが冷えると点灯に変わる） 


デジタル表示部 


• 温度表 TjT 

•左…希望温度 
• ち…現在温度 
• チェックモード表示 
•何ち表示しないとき 
* 停電中 
-省電力表示中 


希望 

温度 

現を 

晶屋 


0 


/? 

し/ 


- f ® 遵幸巧 
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■使用前の準備 


■燃料 


• 燃料は必ずな油 ( J に1号な油)を使用してくだ 
さい。 

•変質な油、ミちれたな油、水の湿じっているな 
油などは絶対に使用しないでください。 

点火、消义しにくくなったり、燃焼が悪くな 
ってずすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

■給油 

給油はス I ブを消乂してから行ってくださし、。 


■送油経路の空気抜を 

•ネリめて使用ずると去や、油切れでチェックモ 
-ドが表示された場合に行ってください。 


1 オイルフィルタの空気抜きねじを 
ゆるめる 

•空気抜きねじをゆるめるときは、空気抜 
をねじのまわりに巧などを用意して、油 
が周囲にこぼれないよラにま意し、こぼ 
れた場合はをれいにふをとってください。 


1 油タンクの送油バルブを閉める 


2 油タンクの給油□ふたをがし、 

給油する 

•油量計の表示が「満」の印 L ソ上には絶対 
に入れないでください。 




ゴム製送油管をよ < 振り、燃料配管内の 
空気巧きを十分に行う 


3 空気巧さび終ねつた5、ねじをしっかり 
締めつける 



〇給油□ふたを確実に閉める 


A こぼれた I 打油はよくふきとる 



•油タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとス I ブよりすすが 
発生し、故障の原因になります。 

•給油するときは、ごみなどが入らないよう 
注意してください。 

燃焼不良の原因になりまず。 
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■点乂前の準備と確認 



油漏れの確認 

• ゴム製送油管やストーブの置台に油漏れ 
がないか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買いホめの販売店又は最 
畜りのサンポット支店-営業所へご連絡 
<ださい。 


0 


4 電源プラグの接続 

• 電源プラグは1 00 V の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 




2 ス I -ーブ周囲の確認 

•ストーブの周囲及び給排気筒トップの周囲 
に弓 I 火物や可燃物がないか確認してくだ 


さい。 

义災や予想しない事故が発生するおそれ 
があります。 




切替スイッチ 





FF -] 曰 G 目 F ( U ) の場合 ； L 

□—カル I 

• 

||」モ-卜1 


• SACS に接続したス I ブを単独運転さ 
せたい場合は、後面の切替スイッチを 
「□一カル」側に切替えて、通甫①運転 
操作を行ってください。 


3 給気ホース-排気管の接続の確認 

•給気ホース-排気管が正しく接続されて 
いるか5崔認してください。 

外れていると運転中にがガスび室内に漏 
れて、大変危険でず。 
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使用方法 

FF-1 已 GBF (U) の使用方法の詳しくは集中制御システム （SACS) の取扱説明 
書に従ってください。 


省電力表示について 

運乾スイッチび「切」でストーブび停止中、ボタンを巧さない状態び吕分じ(上続くと省電力表示となり、 
表示部の表示が全て消えまず。この状態から操作する場合は、いずれかのボタンを一度巧して表示部を 
表おさせた後、各操作を行ってください。 


■点乂 


1油タンクの送油バルブを開く 



2 運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

•運転ランプが点打します。 

•約10秒後着义し、1〜3分後ストーブ 
び暖まりますと温風が吹さ出します。 
•消义後ち点义した場合、ストーブび;ち 
えるまで再点乂しまはん。（運転ランプ 
点滅） 




•送油経路の空気抜去を行った直後の点火では、デジタル表示部に 『 E -03』 のチェックモードび 
表示されることびあります。このようなとをは、 U セットボタンを巧してください。 


•運転スイッチを「入」にし、デジタル表示部に 『 E -19』 のチェックモードが表おされた場合は、 
排気管の接続が不十分であったり、排気管抜け検知 U - ド線が正しく接続されていないためです。 
運転スイッチをいったん「切」にし、ス I ブが停止したのち点検し、確実に接続してか5、リセ 
ットボタンを巧して、運転スイッチを「入」にしてください。 
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■室溫の調節 


■セツトした温度になるよラに、自動的に運転-停止します。 


1 表示切替ボタンを押して、温度ランプ 
を点灯させる 

•表示切替ボタンを1回巧すごとに 
温度^時計^時刻合せ^タィマー合せ^ 
温度と順次変わります。 


表示切曽 







2 温度/時刻設定ボタンの『時/ほ』 
『分/高』を巧して、お好みの温度を 
設定する 

•はじめは、に0」でに設定されています。 
•希望温度を上げたいときは『分/高』ボ 
タンを押し、下げたいときは『時/低』 


温度/時刻設定 


% 


希望温度/時 現在温度/分 


午前 

in 

〇 

/ n 

午後 

しし, 

〇 

，し, 


ボタンを巧して < ださい。 

デジタル表示部の左側「希望温度」が変わります。 

1回巧すと1で変わり、巧しつづけると連続して変わります。 

•希望温度の設定範囲は「12〜30」でです。 

• 希望温度の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしら室温と一致しません。 

•希望温度は一度セツトすれば記憶されまずび、停電の場合には解除され自動的にに arc にセツ 
卜されます。 

■現在温度は「已〜40」の範囲で表示されます。ただし、現在温度が已で未満で「1_」、 40° C を越 


えると 「 H 」 の文字表示となります。 


FF -1 已 GBF ( U ). FF -1 已 GBF ( Y ) の場合] 

1 温度設定ボタンの『ほ』『高』を巧して、 
お好みの温度を設定する 

•希望温度を上げたいとさは『高』ボタ 
ンを巧し、下げたいときは『低』ボタン 
を巧してください。 


温度設定 



萬望温度 現な温度 


I 111 


1 n 

1 1 - 1-1 


，し, 




■ス I プの前面には温風をさまたげる障害物を置かないでください。 

障害物があると温風が回り込み室温調節が正しく働かない場合があります。 

•室温調節が正しく働かないとさは、室ミ品ヴー S スタ（ルームセンサー）を適当な場所に移動して 
<ださい。 

•室温ヴーミスタ（ルームセンサー)は直接ス I ブに取り付けないでください。 

室温調節び正しく働かないだけでなく、室温より高い温度で感知し、 点乂 .消义を頻蔡にくりか 
えして故障の原因になります。 
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■ 使用方法っづき 


■消乂 



運転スイッチを再度巧して、「刷にする 

•運転ランプび消打します。 



〇油タンクの送油バルブを閉じる 



3 消义を確認する 

• 対流用ファンはス I ブび冷えるまでの3〜已分間回りつづけます。 



•長期間留守にずるとをは、必ず電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
• 電源プラグは巧流用ファンび停止してか5抜いてください。 

•電源プラグをコンセントか!5抜いて運転を停止しないでください。 

ス I ブが過熱し、故障の原因になりまず。 

• お出かけになるとさは必ず消义してください。 

運転スイッチを「切」にしてください。 
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■使用上の注意 


局;届音 PI し江后、 

•ス I ブの温風吹出□は高温になりますので、 
やけどに注意してください。 

• 特にお子さまをストープに近づけないでくださし、。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 
•給排気筒トップやが気管は高温です。やけどにま 
意してください。 



温風に直接あた5ない 

•温風に直接長時間あた5ないでください。 

低ミ品やけどや脱水症状になるおそれがあります。 
特に体力のない病人、乳幼児、お年寄りには、ま 
わりの人び注意してあげてください。 



給排気筒トップ開そくを険 

• 給排気筒トップの周りが雪でふさがれたままで使 
用しないでください。ふさがれているとさは、除 
雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、を険です。 



雷時のま意 

• 雷び接おしたときは、電源プラグをコンセントから抜いてくださし、。 
激しい雷の影響でス I -ープが故障するおそれびあります。 


•シーズンオフのように長期間使用しないときは電源プラグを巧いてください。 


•ス I ブ前面付近は、温風が熱いので熱に弱いものを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることがあります。 



16 































■時刻-曜日合せ 


はじめて使用するときや停電後、表示び 円 : 円 になってしぶ場合には、時刻-曜日合せを行ってください。 


表示切替ボタンを押して、時刻させ 
ランプを点：打させる 


表示の賛 


温度/時刻設定ボタンの『時/お』 

『分/高』を押して、現在時刻に合せる 

(例）現在時刻が午後3時10分のときは、 

『時/低』ボタンを巧して午後3:00 
に合せます。次に『分/高』ボタンを 
巧して午後3:1□に合せます。 

• ボタンを巧しつづけると表示び連続して変わります。 


I 使用方法 つづき 


温度/時刻設定 




希望温度/時 


現在温度/分 

\午前/ 

二 i 

0 

. n 

/し/ 

T - 午後- 

- -1 

0 

/ I 、 





[ FF - 15 GBF ( U )- FF -15 GBF ( Y ) には時刻 • 曜日表況まありません。 


〇曜日設定ボタンを巧して、 
^を現在曜日に合せる 


曜日ランプ 


ボタンを巧しつづけると表示が連続し 
て変わります。 



■タイマー運転 タイマー時刻合せ II FF -1 日 GBF 山) . FF - l 日 GBF ( Y ) はタイマ-離できません, 

■おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運転を開始します。 


表示切替ボタンを巧して、タイマー合 
せランプを点打させる 



〇温度 
〇時計 
\午時刻含せ 
-口がマー合せ 


温度/時刻設定 


% 


、1 一 

禹望温度/時 


現在温度/お 

\ 1 / 
-午前- 

/禅、 

^ S 

〇 

〇 

：10 






温度/時刻設定ボタンの『時/ほ』 

『分/高』を巧して、希望の時刻に合 
せる 

(例）午前己時30分に点义したいときは、 

『時/ほ』ボタンを巧して午前巨:00 
に合せます。次に『分/高』ボタンを 
巧して午前巨:30に合せます。 

• ボタンを巧しつづけると表示び連続して変わります 

•タイマー時刻は一度セツトすると記憶されますので、次か5セツトする必要はありません。 
•停電びあると記憶び解除されます。再セツトしてください。 


せ含 
含 

度計刻厂 
温戶猜 
0甲 Ai 
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■タイマー運転 尽 イマー点义 I FF -1 日 GBF ( U )’ FF -1 日 GBF ( Y ) はタイマー運転できません。 


1油タンクの送油パルプを開く 


2 運転スイッチを巧して、「入」にする 

•運転ランプが点なしまず。 

•燃焼中にセットする場合、運転スイッ 
チを「入」にする应要はありません。 





3 タイマーボタンを巧す 

• タイマーランプが点、好します。 

• 1分間デジタル表示部にタイマー時刻を 


表のします。 


タイ 7- 


(ロタイマ-_ 



曜日指定タイマー運転時間設定が吕 4 時間を超える場合は、曜日を指定してくださし、。 


捐 

i 曰設3 





M 曜日設定ボタンで点火ずる曜日を指 
iX 定する 

•指定した曜日ランプが点なします。 

•曜日指定はタイマーボタンを押してか 
51分しソ内（タイマー時刻表示中）に行 
つて<ださい。 

•一度タイマー曜日を指定した後に、曜日変更したい場合は、再びタイマーボタンを巧して曜日 
を再指定してください。 

•曜日指定は記憶されません。 

•曜日指定した場合は、デジタル表示び時計の場合、指定した曜日ランプが点滅しまず。 

(現在曜日と同じ場合は点滅しません。） 




•時刻-曜日合せをしていないとタイマー運転はできません。先に時刻-曜日合せを行ってくださし、。 
(1 7ぺージ袁昭） 

• タイマー点火をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他を険な状態のないことを確認してく 
ださい。 

•おでかけのとさはタイマー点义をしないでください。予想しない事故が発生するおそれがあります。 
•曜日指定タイマー運転する場合、現在曜日が合っていることを確認してください。現在曜日が誤 
つていますと、指定の曜曰に点义しません。 
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I 使用方法っづを 


■タイマーセツトの解除 


1 運転スイッチを再度巧して、「切」に 
ずる 

• タイマー時刻前に点火する場合は、再 
度タイマーボタンを巧します。 



■風向き調節のしかた 


1 ルーパの角度を上下に調節して、風 
向きを上下に変える 

• ルー/ くの調節はルーノ（の奥側を上下に 
動かしてください。 

2 風向レバーを左ちに調節して、風向 
きを左ちに変える 



•ルーパ’、風向レバーは運転中高温になりますので、絶対に運転中は風向き調節は行わないでくだ 
さい。 

ス I プが停止して、をえてから行ってください。 
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まを装置 

•異常が生じたとき、自動的に消义ずる装置でず。 


• ま全装置び作動した場合、運転スイッチを r 切」にし、ス トー ブが;令えてか!5下記の処置 
をしてください。 


ち全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

巧震自動消义装置 
地震（震度已程度！ iLh ) のとき 
• 強い振動や衝撃を受けたとを 

• E-G ,? 

ストープの周囲や給気管-排気管の外 
れやゆるみ、油漏れなどの異常げない 
ことを確認し操作部のリセットボタン 
を巧して < ださい。 

停電ま全装置 
停電したとさ 
•電源プラグが抜けたとさ 

E -0 1 

通電後、ス 1 -ープびをえてか 5 操作部 
の U セットボタンを巧して<ださい。 

FF -1 已 GBF ( U ) の場合 

停電時には運転スイッチを「切」にして 
ください。「入」にしていますと再通電 
後、自動的に点乂しますのでま意して 
<ださい。 

過熱防止装置 

•エアーフイルタにほこりびたま 
つたり、エアーフイルタび力一 
テンなどでおおわれたとを 

c^n n 

し U 1 

エアーフィルタの掃除や障害物などの 
原因を取り除いてか 5 操作部の IJ セッ 
トボタンを巧してください。 

点义を全装置.燃焼制御装置 
• 点义不良 

c.n j 

し U J 

次のことを確認し、操作部のリセット 
ボタンを巧してください。 

•油タンクの送油バルブび閉じられて 
いないか。 

• 送油経路に空気だまりがないか。 

空気抜をを十分に行ラ。 

(1 1 ページ参照） 

•途中で义び消えたとさ 

c.n c 

しし,-, 

• 点火不良を異甫に繰り返したとを 

C_n o 

し U J 

電源プラグを巧いて、再度十分に空気 
抜きを行ってください。空気抜さ後、ち 
び点义不良を繰り返ず場合には、お買 
い巧めの販売店又は最客りのサンポッ 
卜ま店•営業所へご連絡ください。 
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■ その他の装置 


装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置のちま 

排気管巧け検知装置 
•排気管接続部の外れ 
• 排気管抜け検知 U — ド線が外れ 
たり断線したとを 

い弓 

排気管やが気管巧け検知 U — ド線を点検 
し、確実に接続してか5操作部の U セツ 
トボタンを巧してください。 
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給みホース 
排気管 


I 給気ホース • が気管の接続箇所びか 
れていないか点検します。 

給気ホースび排気管にあたってい 
ないか点検します。 



給排気筒トツプ 


‘室外の給排気筒トツプが鳥の巣や 
ビニール袋などでふさがれていな 
いか点検します。 


\ 


a 


C .0 


貫 


油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


' ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
のたまり、油のにじみがないか点 
検します。 


( C •。み 

6 こ 


[(tei 


使 

用 

ご 

と 


周囲の可燃物•引义物 


排ガスの漏れ 


ス I -ーブの上や周囲-給が気筒卜 
ップの周囲に可燃物、引义物がな 
いか点検します。 


排ガスのにおいや、目びチカチカ 
しないか点検します。排ガスが漏 
れていますとを険です。 


ご づ 

14 

^VyV 

%| 


營 



給排気筒トップ 


給排気筒トツプび雪やかでふさび 
れていないか点検します。ふさが 
れていると異甫燃焼することがあ 
り危険です。 



■日常の点巧•手入れ 

■点検-手入れのときの注意 

• 必ず運転スイッチを r 切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブか冷えた状態で 
行ってください。 

■点検•手入れの必要項目、時期、方法 

時期 ~ 点検 . 手 ; Ml 項 S 1 方 法 


シ—スンはじめ 


点検•その他 
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曰常の点巧•手入れ 


つづを 


点検-手入れ項目 


方 


ま 


エアーフイルタ 


ス I ブ背面に付いているエアー 
フィルタを手師こ弓 I き出してくだ 
さい。 

エアーフイルタに付いたほこりを 
掃除機などで取り除をます。 



ストーブ外観 


•ス I ブ-置台などのほこりやち 
れは、乾いたやわらかい巧などで 
をれいにふさとります。 

• シンナ ー■ アルコール-ベンジン 
などは使用しないでください。 


ゴム製送油管 


電源プラグ 


' ゴム製送油管にひび割れが生じて 
いないか点検します。 

I ゴム製送油管は経年変化しますの 
で3年に1度新しい物に交換してく 
ださい。 

' 交換はお買い巧めの販売店に依頼、 
又は最寄りのサンポット支店•営 
業所にご相談くだをい。 


電源プラグにほこりが付着してい 
ないか点検します。 




期 

寺 

日 


週に1回上 


月に1回 ZJ 上 


1シ—ズンに吕〜3回 
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点検-手入れ項目 


方 


法 


オイルフィルタ 


油タンク 


• な油には水やごみび混入することびありますので、下記に従つ 
てお手入れをしてください。 

1油タンクの送油バルブを閉じる。 

2フィルタカップを回してがず。 

カップ内①な油に水やごみが混入していないか点検してくださ 
い。 

還入していた 5 油タンクの水なさをしてください。 

3フィルタエレメントを下に抜いてかし、きれいな口油でよく 
ずずぎ洗いをしてください。 

4フィルタエレメントのごみづまりがひどい場合にはフィルタエ 
レメントを交換してください。 

5フィルタエレメントとフィルタカップを取り付け、油漏れびな 
いことを確認してください。 


オイル 
フイルタ 



油タンク内に水やごみがたまって 
いないか点検します。 

油タンク内の水おさ、ストレーナ 
(ろ網）の掃除は、油タンク附属の 
取扱説明書に従って行って<ださ 
い。 



期 

寺 


1 シ I ズンに2〜3回 


給油のとき 


点検.その他 


24 

















■定期点巧 

サンポツト密閉式石油ス I -ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品が 
ありますので、修理資格ち〔(財)日本石油燃焼機器な守協会 ( TEL .03-349 g -2 日 28) で行う技術管理 
講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 


吕シーズン勒こ1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検が必要となりますのでお買いホめになった販売店にご相談ください。 



定期点検は専門の巧術者が、設置状態、給排気まわりの点検-安全装置及び運転動作の点検-確認、 
使用時間により消耗劣化しやすい部品の点検などを行います。 

を全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですから必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま一お買い巧めになった販売店又は最寄りのサンポットち店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用についてはお買い巧めの販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理などが必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相 
談申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、給排気まわりの 
点検.確認 

• 製品の設置-使用状態 • 送油経路部の油漏れ （ ゴム製送油管含む） 
•給が気筒接続とつまり 
•給が気筒トップのつまり 

を全装置及び運転動作の点 
検.確認 

•ま全装置の働さ •運転動作の点検 

• 操作部品や動 < 部品の働を 

環境-使用時間により努化 
しやずい部品の点検-交換 

•点火プラグなどの点検 

• 給が気部品-排気管接続用0 U ングなどの点検 
•パ'-ナ•スタビライヴ-ノズルなどの点検 
• 各種送風機の点検 • 各種パッキンの点検 

製品の清掃-整備 

• 本体内 •エアーフィルタ-巧流ファン 

•油タンクの水巧を •オイルフィルタ 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法 


巧のような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

义 

時 

m 

义 

時 

初めて使用ずるとをやシーズン 
始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

異甫ではあ0ません。 

「ピチピチ J や「カンカン」と 
いラ音びずる 

本体内部の加熱-を却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

「ジー」といラ音びする 

点火時のスパーク音で、異甫ではありません。 

霞 

「カチカチ」という音がする 

電磁ポンプの運転音で、異甫ではありません。 


点検•その他 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法っづき 


異常げ生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現を 

原因 \ 

運 

15 

ン 

ミ、 

か 

点 

巧 

し 

な 

し、 

点 

火 

し 

な 

い 

黒 

煙 

を 

出 

し 

て 

燃 

え 

る 

デジタル表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

E-Q / 

£-0 3 

E -0 5 

E-S ? 

E -0 '1 

E - 10 

と--！弓 

(※り 
ミ]1し 

電源プラグがコンセ 
ントか 5 抜けている 

• 










電源プラグをコンセ 
ントに確実に差し込む 

12 

油タンクに巧油びない 


• 



• 






油タンクに給油する 

11 

停電があった 
肝- 1 已 GBF ( U ) は除く） 




♦ 







IJ セットボタンを押す 

20 

油タンクの送油バル 
ブび巧じている 


• 



♦ 






送油バルブを開く 

20 

送油経路に空気だま 
りがある 


参 



• 






送油経路の空気抜を 
をずる 

11 

エアーフィルタにほ 
こりがたまっている 







• 




掃除する 

20 

23 

エアーフィルタびカー 
テンでふさびっている 







参 




力ーテンを取り除く 

20 

給排気筒トップの巧 
端がふさがれている 



参 








給排気筒トップ先端の 
しゃ開物を取り除く 

22 

地震や強い衝撃があ 
った 






参 





ス 1 -ーブ周囲、油漏れ、 
給排気筒を点検する 

20 

排気管が巧けている 









• 


確実に接続する 

21 

緊急停止スイッチが 
巧された （※吕） 






• 





リセットボタンを巧ず 

- 

ベースタンクに 1 灯油 
がない が 3) 








• 



ベースタンクに給油 
する 

- 

ベースタンクの灯油 
び少なくなった が3) 










• 

ベースタンクに給油 
する 

- 


《1点滅 ※2カギ付操作パネル取付の場合 《3ベースタンク取付の場合 

じ I 上のち法で点検し、処置してちなおらないとをは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最害りのヴ 
ンポット支:店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとさには故障内容をできるだけ詳しく、また表示部に表おされるチェックモードを 
ご連絡ください。 

27 

































チェックモードに下記のような表示が出たときは、お買い求めの販売店又は最寄りの 
サンボット支店-営業所へご連絡ください。 


FF-1 已 GBF.FF-1 已 GBF (Y) 


FF-1 已 GBF(U) 



このような現象のときは使用を中止し、 

油タンクの送油ノ〇レブを閉じて販売店にご連絡ください 

•使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のよラな現象が見られる場合には使用を中止し 
て、必ずお買い巧めの販売店に修理依頼、又は最害りのサンポット支店-営業所へご相談ください。 


がガスのにおいびしたり、目びチカチカする 
• がガスが漏れているおそれがあります。 

がガスが室内に漏れていますと、を険でず。 



\がン/ 

涼 


黒煙を出して燃える 
•燃焼び異常になっています。 


葦 



点义•燃巧•消义ずるときに「ボーン J とい5大きな音びした 
• ストープが損傷したり、パッキンが飛散し 
ているおそれがあります。 


置台に油が漏れている 
• 送油配管より油び漏れています。 



点検.その他 
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■部品交換のしかた 


•経年により消耗、劣化しやすい部品があります。 

•異甫かなと思われました！5、お買い巧めの販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険です。 

■修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了ち(石油機器 f 支術管理±)など〕 
び修理いたします。 


■消耗、劣化しやずい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換が 
必要な部品 

ノズル•排気管接続用 0 U ング （ J に巨24014種 D P 已 0) 

スタビライザ-各種パッキン 

環境により劣化しやず 
い部品 

給排気筒系部品-制御基板-燃焼用送風機-巧流用送風機 
ゴム製送油管 

不良'灯油を使用されて 
努化しやすい部品 

電磁ポンプ-ノズル 



f 呆管(長期聞使用しない場合） 

• 長期間使用しないとさ（シーズン終了時）は、巧の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか5巧く 

めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれがあります。 


2 スIブタ1•装、エアーフイルタの掃除をずる 

に3ぺージ参照） 



〇油タンクの送油バルブを閉じる 



4 スIブは据付けたまま保管する 

•どうしても取りがして保管するときは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
■次シーズンに据付けるときには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 
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■仕様 


型式の 呼び 

FF -1 己 G 巨 F 、 FF -15 GBF ( U ) 

種 類 

圧力噴霧式、強制給排気お、強制対流あ 

点 义ち式 

電気点义 

使用 燃料 

な油 ( J に1号な油） 

燃料 消費量 

18.己 kW (1.8 L / h ) 

発熱量 

66,670 kJ/h 

熱効率 

86.0% 

暖房 出力 

15.目 kW 

が お 寸 法 

高さ7日日 mm 幅83日 mm 奥行460 mm (置台を含む） 

質 量 

47 k 邑 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

点火時巨4/日フ w 燃焼時9已 / sew 最大9已 /sew 

待機時消費電力 

日.己/0.己 W 

給排気筒の型式の呼び 

FT -7 S 4 

FWT -7 M - 已 

給排気筒の呼び径 

D 49 

給排気筒の壁貫通部の孔径 

83〜 96 mm 

排気 温度 

2色び CiiTF 

電流ヒューズ 

筒形2日 mm 5 A 

まを 装置 

巧震自動消义装置、停電安全装置、過熱防止装置、点火を全装置、燃焼制御装置 

その他の装置 

排気管巧け検知装置 

附属 品 

(※印は別個包-別売） 

置台 （ 1 ) 、壁固定金具 (2) 、置台固定金具 (2) 、床固定金具 (2) 、ゴム製送油管 （ 1 ) 、 
ワイヤー/ (ンドルに)、ワイヤー;くンド大 （ 1 ) 、排気管断熱カバー ( 1 ) 、 50/60 HZ 
給気 U ング(各1)、背面カバー(1)、ストッパ ー U ング （1)、4 X 10 タッピンねじ 
に）、 4 X 2 已タッピンねじ （4) 、取扱説明書 （ 1 ) 、工事説明書 （ 1 ) 、保証書 （ 1 ) 、 
※給排気筒セット （1) 


点検.その他 
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■ァフタ-ヴ-ビス 

B 保証について 


•保罰書は、ぶ、ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのうえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
て < ださい。 

• 保記期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼するとをについて 



「故障.異常の見分けちと処置方法」に従って点検してください。処置してらなお5ないとき 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを巧いてから、お買い求めの販売店又は最害りのサン 
ポットち店*営業所へご連絡ください。 

修理に際しましては、保証書をご提示<ださい。保罰書の規定に従って販売店び修理いたします。 


ご連絡していただきたい内容 

ご住巧 


おなま无 


電話番号 


製品ち 

密閉式石油ストーブ 

型 ち 

FF -15 GBF / FF -1 日 GBF ( U ) / FF -15 GBF ( Y ) 

お買い上げ 曰 

年月 曰 

故障文は 
異常の内容 

できるだけ詳しく（表示部のチェック 
モード数字など）お知らせください。 

訪問ご希望 曰 



チェックモード 表示 



型名 


• 保罰期間が過ぎているとをは、販売店にご相談ください。 

修理によって使巧できる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

■修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

• ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せ < ださい。 

■補修用性能部品について 


• 密閉式石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後10年です。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 
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I 誦す•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店又は据付業をに依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 


据付けについては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 
工事説明書の r を全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業者とよく 
ご相談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 

【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

ス I ブち側面と壁面は保守点検のため 30 cmLU 上離してください。 


可燃物 



1日 Ocm な上 1 7cmiU 上 



• マントルピースなどス I ブが囲われる場所に設置する場合 
(ス I ブは必ず壁面より内側に入5ないこと。） 


《1 Ocm しソ上 



• マントルピースなどス I プび囲われる場所に設置する場合の内部やその周辺は、でさるだけ不 
燃材料又は準不燃材料あるいは防熱板で仕上げを行つてください。 

• 上図では可燃物までの離隔距離をおしていますが、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 


点検.その他 
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壁固定金具 



• 給が気筒トップは上方及び両側に気流を阻 
止する障害物びないこと。 

•雪のをい地方では、最高積雪面より已 0 cm 
ま（《）日 OcmiiLh の寸法は、不燃材を liLh 離れる場所に、給排気筒を取り付けて 

使用する場合は 30 cmJ ； Lh とする。 ください。 

•不燃物の場合でち性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 

■給排気筒を延長ずる場合のを意 

給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり政下で取り付けられる場所を選定してください。 

■積雪地区における注意 


積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してくだ 
さい。また、風びよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすこと 
があります。 

■据付け後の確認 


•据付けが終わりました5、わラー度、工事説明書の r 安全のために必ずお守りください」を 
お読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているかどうかを確認して 
ください。給排気筒を延長設置している場合、延長長さは 3 m な下、曲がりは3箇所な下と 
してください。 

•室温サーミスタ（ルームセンサー）はス I -ーブより外し、部屋の温度を代表でをる壁面に 
ピンなどで固定されているかを確認してください。 



30 cm じ I . 


フ尸~7尸~7 Z ' /~7~ 

可燃物*地面*スラブ面など 

最大積雪面より日 0 cm 拟上 


4已 cmULh 


4日 cmliLb 


V7 77777777 7. 

可燃物 


I 据付け-巧設っづき 

【給排気筒トップか5周囲の可燃物までの離隔距離】 

可燃物 可燃物 


•則， 


可燃物 


可燃物 


可燃物 


可燃物 
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I 試運転 


試運転は、販売店又は据付業ちとご一緒に必ず行ってくださし、。 


運転準備 


油タンクに給油する 

(1 1ぺージ参照） 



電源プラグをコンセントに差し込む 



送油経路の空気抜きをする 
(1 1ぺージ参照） 

• ゴム製送油管内に空気がたまっているこ 
とがありますので、ゴム製送油管を振つ 
て空気を巧いてください。 



• 油タンクや送油管 • ゴム製送油管か5油漏れがな 
いか。 

•置台の上などに油がこぼれていないか。 


運転 


1 


運転スイッチを押して、「入」にずる 

•運転ランプび点なします。 

•約10秒後着火し、1〜3分後ストーブが 
暖まりますと温風び吹を出します 


消义 


運転スイッチを再度押して、「切」にする 

•運転ランプび消打します。 

• 巧流用ファンはスIブび;令えるまでの 
3〜已分間回りつづけます。 


正常運転の目安 

• 正常運転の目安として28ぺージのよラな現 
象がないことを確認します。 



■スIブより煙やにおいび出ることびあり 
ますが、燃焼室の塗装やパッキン類び焼け 
るためで異甫ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えますので、部屋の換 
気をしながら試運転してください。 


点検.その他 
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困911ポ! Jh なが含巧 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前 9 時か！ 5 午後日時まで〕 
巧01 日 8-37-1 177 FAX .0198-37- 1192 


V 

札幌支店 

〒日6日•日042 

ノ 

ホし幌市東区本町 2 菜 1 日 T 目1蚕 25 号 

Q 011-785-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業戸斤 

干08日-日0巳1 

訓路市光陽町 8 蚕 1 号 

Q 0154-22-5821 

FAX .0154-32-2289 

帯広営業尸斤 

T 080-0801 

帯広市東 1 条南 2 日 T 目 12 番地 

巧日1日日- 22-1 33己 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

〒日 78-8237 

巧川市豊岡 7 条 6 T 目 6 番 1 日号 

巧日1目目. 34-8 目:36 

FAX .0166-39-21 57 

函館営業所 

〒日 41- 日8己] 

函館市本通 4 T 目 17 番 2 己号 

00138-53-2583 

FAX .0138-33-21 80 

仙台営業所 

〒日83-日034 

仙台市宮城野区覇町 4 T 目 2 蚕 40 号 

0022-236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

干 963-8 日41 

郡山市實田町字音路 1 番地 1 日 9 

0024-962-9288 

FAX . 日 24-962-92 目目 

青森営業所 

干03日-日131 

青森市問屋町 2 T 目 18 蚕 18 号 

巧日 17-738-41 41 

FAX . 日 17-738 -日3日4 

秋田営業戸斤 

干01日-日日14 

秋田市保戸野千代田町 1 曰番1 7 号 

巧01 8-824-3421 

FAX . 日 18-824-3423 

岩手営業所 

〒日巧-日3日1 

巧卷市北湯□第 2 地割 1 番地 2 目 

巧日 198-37- 1138 

FAX .0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干3日2-日001 

新座市尉に T 目 24 番 3 号 

巧048471 -8420 

FAX . 日 48-47 日-1141 

信越営業所 

干381-日 03] 

長野市大字西尾張部 1 1 14 番地已 

0026-252-61 61 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒巳日4-日〇己3 

吹田巿江の木町 1 S ま 27 号 

巧日日-日 337-32 11 

FAX . 日目-日 337-32 12 

富山営業所干 939-8212 實山市掛尾町 479 番地 4 

サンボットエンジニアリング株式会社 

0076-420-2677 

FAX .076-420-2238 

サービス部 

〒日65•日日42 

ネし幌市東区本町 2 条 1 0 T 目1蚕 2 已号 

aO 11-785-1201 

FAX .011-780-2338 

仙 台サ-ビスセンタ- 

干983•日日34 

仙台市宫城野区扇町 4 T 目 2 番 40 号 

巧 022-232- 1479 

FAX .022-238-9843 

青森サ-ビスセンタ- 

干03日-日131 

青森市問屋町 2 T 目 18 蚕 18 号 

狂日 17-738-44 14 

FAX . 日 17-738-441 日 


サン ポツ トホームぺージ http :// www . sunpot . co . jp / 


事業所名*住所*電話番号は変更することがあります。あ!5かじめ了承願います。 


愛情点検 


り 


♦長年ご使巧の石油暖房機の点検をぜひ 


ご使用の際、 
こんな症状は 
ありませんか？ 


参油漏れがある。 

•がガスのにおいがしたり、 
目がチカチカずる。 

•運転中異常な音がする。 
♦黒煙を出して燃える。 
•その他の異常や故障がある。 



このよラな場合、事故防止のため使用をせずス 
イッチを切 D コンセントから差し込みフラグを 
巧いて、おずおボめの販売店または石油機器技 
術管理±や点検整備±に、点検修理をご相談く 
ださい。ご自分での修理は危険な場合がありま 
すか5、絶対なさ5ないでください。 


ご購入（据付)年月日 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


4 ジ了か苗爾测乘巧巧毀盘霸 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


324000346 00 B 
0758 





















